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は
じ
め
ま
し
て
の
方
も
、

「
あ
、
こ
の
顔
見
た
こ
と
あ

る
」
と
い
う
方
も
、
こ
ん
に

ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
坂さ

か
本も
と
陽よ
う
で
す
。

　

僕
は
２
年
前
の
夏
に
東
京

か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
農

業
に
興
味
が
あ
り
、
岡
山
の

果
物
の
お
い
し
さ
に
魅
せ
ら

れ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
方
や
学
生
と
共

に
空
き
農
地
で
野
菜
を
作
っ
た
り
、
加

工
し
た
り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
農
作

業
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
っ
た
り
、
自
身
で
も

高
梁
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
自
分
で
農
作
物
を
作
り
、
農

家
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
に
つ
れ
て
大
き

な
問
題
と
感
じ
て
い
る
の
は
、
猿
や
猪

と
ど
う
向
き
合
っ

て
い
く
か
で
す
。

「
そ
の
う
ち
、
猿

と
人
間
の
立
場
が

入
れ
替
わ
る
」
と

い
う
話
を
聞
い
て

「
さ
す
が
に
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
冗
談
に

な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
危
機
感
も

覚
え
ま
す
。
し
か
し
、
猪
に
つ
い
て

は
、
捕
ま
え
て
、
お
肉
に
加
工
し
、
お

い
し
く
頂
く
と
い
う
体
験
を
す
る
こ
と

で
、
少
し
光
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
な

に
よ
り
、
意
外
と
多
く
の
同
世
代
の
若

者
が
狩
猟
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
励
み
で
す
。

　

２
年
前
に
は
大
き
か
っ
た
不
安
も
、

今
で
は
地
域
に
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心

感
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
協
力
隊

の
任
期
も
残
り
１
年
に
な
り
ま
す
が
、

ま
す
ま
す
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

猪 の 解 体。 最 初 は
おっかなびっくりで
したが、今は慣れた
ものです。

ブドウ栽培は高梁へ
やってきた目的のひ
とつです。

医療と福祉と生活をつなぐ ①

■問い合わせ　保険課連携推進係　☎21- ０３０４

　高梁市における地域福祉や地域医療の取り組みについて調べるために、「高梁地域医療連携実務者協議会（以
下、実務者協議会）」の皆さんにお話を伺ってきました。
　実務者協議会は平成 21 年に設立され、その役割は実務者同士が協力し、顔の見える関係づくりを行い、高
梁市の医療と福祉の連携を強化することで、市民の方々がより良質で一貫した医療福祉サービス等が受けら
れる体制づくりを進めることです。具体的な取り組みとして
①　医療と介護をつなぐ「高梁版情報共有書（地域連携パス）」の作成
②　関係機関や福祉施設の連携を促すための「地域連携窓口一覧」の作成
③　連携方法や事例の検討といった実務者のための研修会の開催
などを行っています。
　これらの取り組みを通して、実務者同士のつながりが強くなり、一つ
の専門職だけでは対応が困難な場合でも、他の専門職に相談すること
で、質の高いサービスを提供することが出来るようになりました。また、連携することによって、他の専門
職の職務内容を把握すると同時に、自分自身の専門性をより深く理解することができるようになったことも
活動の成果としてあげていました。
　次回は、実務者協議会の実際の活動について紹介します。

【インタビュー】森
もり

下
した

　茜
あかね

さん、角
すみ

　美
み

星
ほし

さん（吉備国際大学社会福祉学科 3 年）

【指導】岡
おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

准教授（吉備国際大学社会福祉学科）

 ～ 高梁地域医療連携実務者協議会の取り組み ～

在宅医療連携拠点事業通信 第 15回

わくわく子どもコンテスト入賞作品発表
市と高梁市子ども会連合会が主催した「高梁市わくわく子どもコンテスト ～習字・写生・標語大会～」。
習字の部８６点、写生の部１２０点、標語の部８９点、あわせて２９５作品の応募があり、以下の作品
が入賞しました。

問 こども未来課 ☎ 21‐０２８８

習
字
の
部

写
生
の
部

標
語
の
部

小学低学年部門（１・２年生）

　 最優秀賞
佐
さ

藤
とう

 藍
あい

香
か
さん

（高梁小２年）

　 優秀賞
平
ひら

川
かわ

 奏
かな

羽
う
さん

（高梁小２年） 
平
ひら

松
まつ

 大
だい

始
し
くん

（福地小１年）

小学中学年部門（３・４年生）

　 最優秀賞
藤
ふじ

本
もと

 夕
ゆ

希
き

歩
ほ
さん

（玉川小４年）

　 優秀賞
西
にし

岡
おか

 陽
はるひ
さん

（落合小４年） 
石
いし

井
い

 仁
に

愛
こ
さん

（高梁小３年）

小学低学年部門（５・６年生）

　 最優秀賞
小
こ

林
ばやし

 加
か

奈
な
さん

（高梁小６年）

　 優秀賞
赤
あか

木
ぎ

 梨
り

子
こ
さん

（高梁小６年） 
黒
くろ

川
かわ

 久
ひさ

子
こ
さん

（高梁小５年）

幼年部門
　 　　　最優秀賞
　　　柴

しば

倉
くら

 里
り

奈
な
ちゃん

　　　（高梁保育園）
　 優秀賞
吉
よし

井
い

 湊
そう

思
し
ちゃん

（高梁保育園）

浜
はま

岡
おか

 楓
かえで
ちゃん

（高梁中央保育園）

小学低学年部門
（１・２年生）

　 　 最優秀賞
　  上

うえ

野
の

 美
み

空
く
さん

　  （落合小２年）

　 優秀賞
谷
たに

奥
おく

 雅
まさ

斗
と
くん　　渡

わた

邉
なべ

 優
ゆう

理
り
さん

（西山小２年）　   （落合小２年）

小学中学年部門
（３・４年生）

　 　 最優秀賞
　 繁

しげ

田
た

 陽
ひ

向
なた
くん

　 （高梁小３年）

　 優秀賞
黒
くろ

川
かわ

 栞
しお

里
り
さん　　黒

くろ

岩
いわ

 直
なお

生
き
くん

（成羽小４年）　   （西山小３年）

小学高学年部門
（５・６年生）

　 　 最優秀賞
　 森

もり

野
の

 桜
さ

月
つき
さん

　 （玉川小５年）

　 優秀賞
藤
ふじ

井
い

 鈴
すず

夏
か
さん　　丸

まる

山
やま

 大
だい

地
ち
くん

（落合小５年）　   （落合小５年）

小学低学年部門（１・２・３年生）

　　　　最優秀賞
　　　佐

さ

藤
とう

 帆
ほ

奈
な

美
み
さん

　　　（玉川小２年）
　 優秀賞
宮
みや

田
た

 萌
も

恵
え
さん

（松原小３年） 
鈴
すず

木
き

 まりあさん
（落合小２年）

小学低学年部門（４・５・６年生）

　　　　最優秀賞
　　　藤

ふじ

原
わら

 奨
まさる
くん

　　　（落合小５年）
　 優秀賞
岡
おか

 風
さ

薫
つき
さん

（落合小６年） 
河
かわ

原
はら

 巧
たく

弥
や
くん

（落合小５年）
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